
ハンセン病を正しく理解する講演会 

ハンセン病の現状について  国立療養所大島青松園 園長 岡野 美子 氏 

ハンセン病療養所の今     大島青松園入所者自治会 会長 森 和男 氏  

隔離の中の「食べる」と「着る」 ―ハンセン病療養所における生活記録から―  

                        国立ハンセン病資料館 学芸員 西浦 直子氏       

入場無料・手話通訳あり 

とき   令和６年２月２０日（火） 午後２時から午後４時まで 

ところ  高松国分寺ホール    (香川県高松市国分寺町新名430番地) 

令和５年度法務省人権啓発活動地方委託事業 

主催 高松市   共催 国立療養所大島青松園・大島青松園入所者自治会 

 

～ハンセン病に関する患者・元患者・その家族がおかれていた境遇を踏まえた人権啓発活動～ 



参加を御希望の方は、事前のお申込みをお願いします。 

申込期限  令和6年2月15日（木） 

申込み方法 次のいずれかにより申し込んでください。 

●インターネット  下記のURL又はQRコードから申込みフォームにアクセスしてください。 

URL https://logoform.jp/f/wsMWi       QRコード 

 

 

●FAX  下記にお名前と連絡先を記入し、送信してください。 

  送信先FAX番号 ０８７－８３９－２２９１ （高松市人権啓発課） 

 

●電話   電話番号 ０８７－８３９－２２９２ （高松市人権啓発課）に電話してください。 

 

令和5年度ハンセン病を正しく理解する講演会に申し込みます。 

氏名 

電話番号 

駐車場無料 （11８台・先着順） 

JR予讃線 端岡駅から１．７ｋｍ 

国分寺町コミュニティバス 

「国分寺総合センター」バス停 

下車すぐ 

会場地図 

問い合わせ先 高松市人権啓発課 電話：087-839-2292 FAX：087－839-2291  

https://logoform.jp/f/wsMWi

